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迫る２００７年問題 

大定年時代 
団塊の世代が、現役時代

の職歴を捨て、「誰かの役
に立ちたい」という思いでボ
ランティアに関わっている
方々を取り上げた。人との
出会いや、笑顔を見られる
ことに生き甲斐を感じてい
る。 

２７６号 

 

 

 

 

サマーチャレンジ 
ボランティア 

全国で初めての企画に、高
校生を中心に 100 人の若者
が参加。好評でした。              

２６号 

かわらばんが 
問いかけたこと 

街づくりに向けた仲間の編
集を目指す取り組み。 
拠点づくりが花ざかり。  

   １号 

１９７７年 

かわらばん 
２５周年 
冊子版できる 

２３８号 

 
 
 
 
２０年前、年間１万人余りの人

が「長野いのちの電話で相談を
していた。 
全国の自殺者数は鈍減するも
のの、依然大きな問題。 

２７４号 

地附山地滑り 
松寿荘崩壊 

入所者 198 名のうち 172 名が
中央病院や他の施設に避難。
避難された方々の介護を通し
て、深く家族との関りを問題とし
て取り上げた。 

３４号 

長野市ボランティア 
連絡協議会が発足 

１１３号 

 

3.19 ながのが変わる 

みんなが主役、創意工夫で作
り上げた文化祭。なんたって盛り
だくさんの内容で、実行委員の
ワクワク感が伝わってきた。 

７６号 

２００１年 
国際ボランティア年 

２１９号 

１９９９年 

長野にも戦争があった 
ことを知っていますか 

薄れゆく記憶を現代に残し、戦争
の記憶を風化させない活動をして
いる語り部たちを追い、何を伝えた
いのかを語ってもらった。 

３２３号 

３５８号でも「戦争の記憶を伝える」
活動を取り上げている。 

 

お父さん 子育ての喜びを 
知っていますか？ 
育児休暇を取ったお父さん。 

長野で初めての男の育休。父親だけど
お母さん。思春期の子と向き合うお父さ
ん。親も子も育てられ、子供を尊重し暖
かく見守る父親になった。 

        ２８６号 

１９９１年 

マップ作りの体験で地域の良さを掘り
起こして共有する。街づくりにつながる。 
体験の共有を共同作業から地域づくり
へ・・・                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

２９３号 
 

わたぼうし 
    コンサート 

ハンディを持つ人々のメッセ
ージをフォークのメロディにの
せて歌うコンサート。県下８会
場で開催。        

 
 
 
 
 
 

２６号 

 阪神大震災支援 

 ボランティア 
支援ボランティア委員会が発足、長

期継続の支援体制を確立した。 
「愛の袋」作りが始まり、高校生による
現地派遣も行われた。 

１４９号 

黎明期 
ボランティアへ
の想いが満載 

成長期 
組織が広がりを見せる 
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ボランティアって 
何だろう 

ボランティアしている人に聞いてみ
ました。あれもこれもボランティア 

３２６号 

まちに放送局をつくろう 
みんなでホントの 24 時間テレビを

創る講座が開催された。 

３２４号 

振り込め詐欺に 
気をつけて！ 

防犯協会などの団体から教え
てもらった対策がズラリ。 

３１６号 

 
 
 
今どきのケンカ事情は… 
言いたいことを自分の中に押し込
んでしまう。どこで発散している
のか？ 

３５６号 

今、社会的孤立で 
何が起きているのか 
長野駅前殺傷事件から社会

的孤立によって起こる焦燥や不
安を考える。 

４９７号 

長野の子ども白書 
ことばでわかり合い、
育ちあう子どもと大人 
国連は日本政府に対して「もっ

と子どもの意見表明権を尊重す
べし」と勧告 

４５４号 

２０１６年 

漫画版 
「あなたの特技 

お貸しください」 
 

 

 

 

 

３５２号 

私にとってできること 
みんなでできること 

これからも・・・ 
東日本大震災、長野県北部地震

から 1 年。岩手県大槌町で主に支
援をおこなってきた。 
大槌町ってどんなとこ？これまで何
をしてきたか、これからどんなことを
継続するのか、関わってきた人たち
の考えを聞いた。  

３５３号 

 

 

私にとってできること 
みんなでできること 
これからも・・・続く 

東日本大震災、長野県北部地震

から２年。支援は続く・・・ 

３６６号 
２００７年 

ねこはんてんを 
能登へ届けよう 

今できる被災地支援として義援
金の他に 40 着のねこはんてんを
能登町に届けた。 

４８６号 

ボランティア 
63,000 人の力 

台風 19 号災害の被災者に
様々なグループが支援。国内外
から延べ６万人以上が参加。 

４４１号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

３３５号 

「松代地区にボラセンが
あるとこんなことができる」 
を考える。 

今どきの子どもたち・・・ 
ケンカしないってホント？ 

転換期 
災害ボランティアが生まれ 

被災地支援がはじまる 

 

熟成期 
様々なテーマに切り込む 

レイアウトも様々 

 











♦♦♦ 問合せ・申込み ♦♦♦ 

長野市ボランティアセンター TEL026-227-3707 FAX026-224-1513 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助成金を申し込もう 

助成はお金だけじゃない！ たくさんのおまけがついてくる 
スになります。自分たちがしよう

としている活動に対して本当に足

りないモノは何か？形のある物、

人、こと、場所、時間、そしてお

金！自分たちの活動のストーリー

を描き、申請書を書く中で見えて

くる事があります。 

公開審査会では、思いを伝え、

その事業を語ることで助成額が決

まります。申請する事業によって

社会や地域はどのように変化する

か、そこに共感が生まれることで

応援するヒト・モノ・コト・お金

が集まってきます。過去に助成金

を受けた団体の感想では、審査員

からのアイデアや助言がとても参

考になった、他団体の活動を知り

つながる場になったなど申請して

よかったという声が多く聞かれま

した。このように助成金は申請か

ら審査、活動期間、さらにその後

までお金以外の活動に役立つ様々

なおまけがついてきます。 

ボランティア活動を始めた団

体の皆さん、新たな事業を考

えたい団体の皆さん、助成金

で活動を応援します！ささえ

あい応援金の助成団体である

「ながのボランティア・市民活

動支援ネットワーク」会長の込

山哲也さんに助成金について

お聞きしました。 

 

 

 

 

 

 

 

活動はホップ・ステップ・ジャ

ンプ！目指す活動に適した助成金

を選びましょう。社会福祉協議会

のボランティア活動振興事業助成

は、初めの一歩、ボランティアを

始めたばかりの団体におすすめ。

もっと豊かな活動をしたい、新た

な事業にとりくみたい団体は、な

がのボランティア市民活動支援ネ

ットワークのささえあい応援金が

おすすめです。 

助成金申請によって自分たちの

団体の活動を振り返る良いチャン 

◆助成金の募集要項、申請書はボ 

ランティアセンターにあります。 

コーディネーターがい 

つでも相談に対応して 

います。実施要項など 

ホームページから閲覧で 

きます。 

長野市社会福祉協議会 

★ボランティア活動 

振興事業助成 
限度額５万円（１グループ） 

高齢者や障害者、子どもを対

象とした活動、学習研修、地域文

化活動、その他会長が認める事

業が対象 

ながのボランティア 

市民活動支援ネットワーク 
★ささえあい応援金 

 限度額１０万円（１グループ） 

企業や団体との繋がりづくり、

ネットワークの構築、継続性のあ

る事業、先駆的な活動などが対象 

ボランティアかわらばん 

ボランティア情報 
2025年 

５月 

申請の 

流れ 

第一次 

審査 

申請締切 

５月３０日 

公開審査会 

６月２１日 

助成 

決定 

活動 

期間 

助成金 

交付 

「ボランティアかわらばん」音声でも楽しめます 

視覚障がい者への朗読ボランティアグループ

「やまびこ会」による音読版「ボランティアかわ

らばん」を長野市社会福祉協議会のホームページ

で公開しています。こちらの二次元コードから→ 

読者アンケートにご協力ください 

右の二次元コードを読み

込んでいただき、感想やかわ

らばんで取り上げてほしい

内容を投函してください。 

６月号は５月 30日(金)発行予定。情報掲載希望は５月 14日(水)までにお申し込みください。〈℡026-227-3707〉 


